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第１章緒言

第１編ニテ既述セル如ク肺臓ノ膨脹時及ビ退縮

時二於ケル小循環状態二就テダヽI-3 Poiseuille

以来多数ノ學者二依リテセラノレノレ處ヽニシテ，肺

臓萎縮ノヽ貧血グ来ストスルモノ比較的多ク(I-4

V. Haller, Ⅲ-11 Forlanini, 1-48　Propping,

卜13 d. Ｊａｇｅｒレト･４０　Hegel　u.Spehl,卜68

Brieger,ト67谷口，I-62築地，I-59 Weiss,

ト10 Sackur, 1-58 Dock ｕ. Harrisson,卜５２

Le Blank, 卜90新宮，I-55隈，Ｂｒａｕｅr(1)，

1-42 Lohmann　ｕ.　Miiller, 卜43 0． Bruns,

有馬，小野(2))，一方こ一反シテ退縮肺,ハ血行佳

良ナリトフ，ルモノ叉ダヽ對血論引1昌フルモノアリ

1-3 Poiseuille, 卜96 Miiller,卜8 Funke ｕ.

Latschenberger, I-9Kowalewsky, I-ll Zuntz,

ト39 Cloetta, 1-37 Sauerbruch, 卜5 Quencke

u. Pfeiffer, 1-36 Schepelmann, 卜54戸山)、

最近小滞凱夫博士等ハ肺ノ膨脹時二於テ肺ノ容

血量噌加フ、ルモ、流血量ハ減少シ、牧縮時二於

テハ反對二肺ノ容血量減少シ流血量附加フヽト云

ヘリ。余ノヽ第１編官験二依り横隔膜紳煙捻除ハ

肺臓二貧血ヲし来シ、流血度減退シ、反之無處置

肺二於テハ代償的二流血度噌加スルラ認ノタ

リ。余八本編二於テ一側横隔膜紳脛捻除後二流

動｢パラフィン｣血管剛主入二依りテ肺臓二如何

ナル状態ニ｢パラフぐン｣栓窄ヲ･束スカテ研究セ

ンlヽ-'ヽ。ﾉ瓦二今村教授下二舶松ハ血管内瓦斯注

入(瓦斯僣栓:布タノ官験的班究ヲ行ヒ卵脈行瓦斯

注入二於テ、気泡ノ大部分ハ逍カニ右心ラ迪リ
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肺動脈及ビ之が分岐技二廣汎二栓塞シ小循環障

碍ヲ家づ､トセルガ、肺臓萎縮ト静脈内注入物ニ

依ル肺臓栓塞ノ開係二就テ｡・ヽ興味アル一問題タ

ルテ失ハズ。

第２章

　

賓験方法

賞験動物トシテノヽ約２肛前後賛重ノ家兎テ使用

シ、法ノ如ク横隔膜御経捻除テ約牛倣ヲ右側二

牛撒テ左側二施行シタル後賓験二供セリ。賓験

ノ便宜上全例ヲ７群二分チ、對照群、術直後群、

１週間後群、２週間後群、３週間後群、４週間

後群及ビ人工気胸群トセ貼

流動「バラフ１ン」ノヽ使用二常り顛温二温ｙ家兎

顛重pro ｋｇ約ｌｃｃテ静脈内二注入死二至ラシ

ｊ、直チェ剖見シ、摘出肺二就キ肉眼的所見テ

検ノ､ルト共ニ、之ヨリ氷結切片標本ヲ･作り、「ズ

グン」Ⅲ及ビ「ヘマトキシリン」二重染色後組織

學的検査二供セリ。

第３章

　

寅験成績

第１節

　

對照試験

健常家兎６頭二就キ對照試験ノ結果肉眼的所見

二於テ左右雨肺ノ差異殆ンド無ク、色調、硬度、

容積著宛ヲ認ｊズ、其ノ割面二於テ｢パラフ、ン｣

様ノ微細ナル滴状テ認ムルノ≒組織的所見ノ

概況夕見ルニ、之叉左右雨肺及ビ各肺葉二於ケ

ル著勁ヲ･認メズ、｢Ｐ｣(｢パラフ４ン｣＝以下同ジ)

ノ分布状態､八一般二肺臓ノ深部二濃ク、周縁部

ニテハ粗ナリ､、印]チ中心部二於テダヽ肺胞壁ノヽ

｢Ｐ｣鯵積大一一シテ毛細血管尹強ク摘張シ、周縁

部ハ梢ｌ含気性ナリ。

肺静朋ひヽ漿液物及ビ少量ノ血球テ容レタルモノ

アルモ多ク・ヽ梢ｌ歴縮テ呈シ、肺動脈八一般二

披張シ載血テ呈ス。毛細管ダヽ殊二中心部二於テ

梢ｔ著明二摘張蛇行シ比較的大ナル｢Ｐ｣滴テ以

テ充塞フヽルモノ多シ。

気管枝断ロハ梢ｌ座縮ヲ示スモ上皮細胞等殆ッ

ド常態テ保テリ。

｢Ｐ｣｡ハ尚周縁部及含気性テ呈フ、ル箇所二於テ八

一般二分布少ナク、｢Ｐ｣ダヽ少滴状ラ主トス。

之等ノ所見ハ左右雨肺及ビ左右肺ノ各肺葉的差

異ヲ認ムルテ得ズ。狗代表的二第２例二就キ所

見テ次二述ブ可シ。

對照第２例

　

般重2．000尨。

右肺

　

上葉外端部・ヽ少ジク含気性ニシテ｢Ｐ｣滴／ヽ甚

ダ微細ニンテ分布叉釦ナリ。他｡･ヽ一一信二網状不整ニ

シテ、中心部・ヽ肺胞中隔毛細管中｢Ｐ｣滴多数ニシテ約

群状ヲナシテ各細葉ヲ匪針コスノL……こ

ニ必ズ2、3箇・-ヽ大ナル滴状ヲナジテ血管ヲ拡張充盈

セリ。而ジテ略；各細葉二一致シテ中隔・･ヽ肥大シ蜃血

ヲ示シ肺胞ハ此ノ部位二於テ甚ダ狭小トナリ、極メテ

窄二漿液ヲ容ﾉ1／。肺動脈ノ断ロハ戻縮シテ管内ニ｢Ｐ｣

滴ヲ容ルヽモノヲ認メズ。

中葉／ヽ一般二網状不整ニシテ上一部周縁二近ク含気

性ナルト、外端下絵網状弛緩セルモノアリ。前者ト共

二中隔非薄ニシテ｢Ｐ｣滴ノ分布甚ダ粗ナリ。中心部ノヽ

肺胞壁｢Ｐ｣僻積大ニジテ毛細血管ヲ強ク核張セリ。大

ナノ1／肺動脈ハ漿液様物及ビ血球ヲ容レ強ク抵張セノt/

モ｢Ｐ｣滴ヲ容レズ叉肺静脈／ヽ上葉:=＝一於ケノ1/ト同様ナ

リ。気管ノ梢４屋縮セラレタルモノ｡ハ其ノ周園部二於

テ網状ヲ消失シ、肺胞壁中隔ハ弧ク肥大シ、血管。･ヽ笹

血ヲ示セリ。下葉下端少ジク含気性ナル部位ニテ､・ヽ

｢Ｐ｣滴ノ中隔二見ルロト甚ダ齢キモ、他｡ハー様二不整

ナノ哺ぷ伏ヲナシ、諸所索状ニ｢Ｐ｣滴ノ連鎖ニョリテ細

葉ヲ境フ､ル如ク、中心部二到リテ｢Ｐ｣ノ分布密ニシ

テ、毛細管ヲ充ジ、之ヲ拙張ヅテ更二大ナル滴ヲ容

ル。肺動静胆所見上中葉二於ケノ1/ト同様ナリ。気管枝

／ヽ中心部ニテ。・ヽ少ンク収縮状態ヲ示ｺｽ。

左肺上葉網状－にニ不整ナルモ、部分的ノ粗密ナシ。

｢Ｐ｣ノ周縁部二於ケル分布／ヽ概ジテ斟ク、叉滴状甚ダ

細小ナルモ、中心部殊二肺門端ニテ｡ハ｢Ｐ｣滴。･ヽ恵状ヲ

ナンテ分布ジ、血管。･ヽ強ダ拡張シテ大ナル滴ヲ容ﾉ1/。

｢Ｐ｣滴僅少ナル簡所ニテハ寧口肺胞中隔肥大ン肺胞
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ノレモノナシ。
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士++

一一

十十

　

１

　

十十

含気性ノ簡所二就テモ同様ノ状態ナリ。浮腫及

溢血テ呈フリレモノ殆ンド≒

束極メテ細小ニシテ、約血球ノ大サノ散倍ナル

如ク弱摘大ニテ検スルニ全切片二於テ其ノ配分
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.'ヽ肺葉ノ周縁部二於テ粗ニシテ、EP｣滴ノヽ細小

ナルモ肺葉中心部二於テy ＼―-般こ甚グ密ニシテ

フＰ｣ハ相融合シテ大ナル樹枝状テナシテ栓塞ヲ

形成スルモノ多シ。弧摘大ニテとヲ･検ペルニ肺

葉中心部及ビ肺門端二於テ、ヽ珊瑚樹枝二融合セ

ル｢Ｐ｣或ハ棒状テナセル｢Ｐ｣ノ栓塞形成ニョリ

テ毛細血管ハ太ク披張シ、篤二肺胞中隔ハ肥厚

シ、肺胞テ歴縮セル状態ラ呈スルモノアリ。｢Ｐ｣

栓ニテ披張充塞セラレタル毛細管｡八時二肺胞内

二裸出セル状々呈スルモ所謂｢Ｐ｣滴自己ノ肺胞

内脱出ソ、ルモノ、郎チ出血ノ如キ所見ヲ呈スル

モノテ認ムル能ハズ。肺葉周縁部二於ケル｢Ｐ｣

ノ配分ダヽ一般二粗ニシテ｢Ｐ｣滴ハ叉細小ニシテ

連鎖状テナシ、叉。・ヽ敷箇融合シテ次第二棒状ノ

栓ヲ形成スルノ傾向ヲ示ス。亦｢Ｐ｣ノ分布テ見

ルニ略り田葉ノ外廓二一致ソヽル如キ配分二於テ

大小不同ノ｢Ｐ｣滴栓塞ヲ示フ､モノアリ。｢Ｐ｣栓

塞ノ程度ハ左右雨肺二於テ、叉一肺上葉下葉ノ

比較上殆ンド差異ヲ認ｙ難シ。比較的大ナル肺

【第18巷

動脈､ハ各葉共著明二披張シ、暫血テ示スモ同脈

管部位ニ｢Ｐ｣滴及ビ栓列昆入スルモノ殆ンドナ

シ。然レドモ｢Ｐ｣栓塞ハ結局肺動脈管内二於テ

形成フ、ルヅ認ノ、肺静部しヽ概ネ固ク収縮シ血液

ヲ包蔵フ、ルモノ甚グ斟ク叉｢Ｐ｣滴ヲ容ルヽモノ

殆ンド全ク認ｙ難シ。肺動脈ノ著明二對血ヲ凍

ぺ部位二於テハ肺胞内二漿液様物ヲ充スモノ僅

少二存ス。肺胞上皮細胞八時々梢ｌ腫大々レモ

ノアルモ、気管枝上皮細胞ト共二殆ンド常態テ

保テリ。

剖見二常り心臓テ検フヽルニ右心ハー般二著明二

肥大シ多量ノ血液テ容ルヽモ、左心二於テノヽ血

液ヲ容ルヽコト斟ク、割テ加フルニ空虚ナル如

キ観テ呈ソ、。肝臓、牌臓ハ著憂ナク、肝臓梢ｌ暫

血テ呈スルモ小葉間ノ分野明カニシテ、肝細胞

索ノ配列異常ナシ。中心静脈、小葉間静脈梢ｌ

籤張暫血状態ナルモ｢Ｐ｣滴ヲ･認ノズ。牌臓割面T

著受ナツ、賓質梢ｌ血液二富ムモ｢Ｐ｣滴ヲ認ノ1

ズ｀ｏ

第２節

　

横隔膜禰

　　

其ノ１

　

帥経捻除直後｢Ｐ｣注入ノ場合

右側横隔膜御経捻除及ビ左側御経捻除各５頭二

就キテ施術直後流動｢Ｐ｣静脈内注入ヲ･行ヘルモ

ノニシテ肺臓所見テ代表的ナルモノニ就キテ述

デ゛ノ巧欠ノ女口シ。

動物番彼307、髄重2.010肛、右側捻除(神経ノ長サ

５．０ｃｍ)。

右肺

　

上中葉、外方周縁一部含気性ニシテ網状大小不

整、他ノヽ上中葉共周縁殊二肺葉接膜部ハー般二肺胞弛

緩セリ。｢Ｐ｣分布状態ノヽ一般二斟ン1ヽ雖モ、周縁謐ハ

細小ナル滴状ノ連鎖ヲナヅテ栓塞シ、中心部二及ブユ

従ヒテ梢；大ナル滴状叉。･ヽ悍状ノ栓ヲナシテ中等良

二中隔血管ヲ接張｡ス。肺動脈ノ比較的大ナルモノ倣箇

二於テ多量ノ血液ヲ容ルヽモノアリ。肺静脈｡・ヽ一般二

噺端圓ク堅ク匝縮ジテ内容ヲ包職ク､ﾉ1/モノ甚ダ斟ン。

気管枝ハ多クー・ヽ中等度二縮小シ粘膜菊花状ヲナセル

モ細胞的髪化二峡ク。

下葉

　

肺胞萎縮高度こ==－シテ下牛剖しヽ梢：無冠肺状ヲ

呈シ’、網状ヲ消失セノ1./部アリ。気管枝肺動脈共二－鮫

二収縮s／、概ネ貧血ヲ示ジ、「Ｐ」ノ分布叉斟クｙテ下

牛部及ビ周縁ノ大部ニテハ「Ｐ」小滴カヌノヽ小ナノ1/悍

状ノ「Ｐ」栓塞ノ散在ヲ認メ、肺門端二於テノｉｒＰ」悍

状ノ栓塞比較的多ク、中隔毛細管ノヽ中等度二福張迂曲、

セリ。肺胞萎縮強キ部二於テ｡・ヽ肺胞上皮細胞／ヽ一般二

屋予セラルヽモ、他二異種細胞／ヽ殆ｙド認メ難ジ。肺

動脈ノ所見上葉ノ夫1／ 1・同様ナリ。

左肺

　

上葉、網状梢；不整ニシテ右肺葉二比シテ著

ンク含気性ナリ。「Ｐ」ノ配分／ヽ周縁部二粗ニ、中心部

二密ノ差異アノ1／モ全般的二著明ニジテ殊二含気性ノ

箇所ニテ｡・ヽ肺胞中隔ハ全部「Ｐ。栓塞血管ニテ占ラt／

タノ1/哉ヲ呈ぺ深部ニテ・ヽ「Ｐ」滴・･ヽ連鎖ヨリ融合ヅテ

太キ樹枝状ヲナスモノ多s／。肺胞及気管枝ノ細胞。･ヽ著

植ナシ’。気管枝ハ梢ｔ上皮皺裴状ナノl/モ収縮ノ度数

シ。動脈ハ中等皮二披張シ･、肺静脈ハ収縮ン血液及ビ

「Ｐ」ヲ殆ｙド容t／ズ。

下葉、網状・ヽ中心／一部粗大ニテ含気性ナノ1/モ他｡・ヽ

梢り
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テ｡・ヽ著シク「Ｐ」滴ハ連鎖ヨリ大ナル滴状叉一八珊瑚樹

枝状ノ栓塞ヲ作り、毛細血管ヲ極度二拡張シ、一見

「ヘマトキンリゾ」著色ノ中隔ヲ消失セル如キ戮ヲ呈

７ヽ。之ニョリテ肺胞-・ヽ匝縮セラルヽモ共ノ内腔ニ「Ｐ」

細滴腕出スルモノ仝ダ無s／。比較的大ナノり市動脈ハ強

々拡張ジ斟血ヲ思・ヽシムルモ、同時ニ「Ｐ」ヲ富ルヽコ

ト斟s／。

之ヲ要ヌノ1／二本例二於テ・ヽ捻除側ナル右肺二於テハ、

「Ｐ」ノ分布一般二斟ク、殊二下葉ノ網状弛緩シテ無気

肺揉ヲ呈クヽﾉ1/部ニテハ甚タ分布粗ナリ。之ニμ:ンテ捻

除反對側ナノl/左肺二於テハ「Ｐ」ノ分布量、右肺二比シ

テー般二高度ニジテ殊二肺門端及ビ中心部ニテ。・√Pi

滴ノヽ太キ珊瑚樹枝状ノ栓塞ヲ作l／リ。

81７

偉他ノ例二於テモ｢Ｐ｣分布ノ概憬.ハ猫隔皆皆匠側肺

二比ジテ、共ノ瓜對側肺二殆ソＰ毎常著明ニンテ、一

肺二就テハ川縁部二比シテ肺門部及中心部二常二著

明ナノ1／ヲ認ム．殊二其ノ著明ナノ1/モノ.ハNr. 304,

806, 308, 312ナリ．組織的所見ノ部分的差異二於テ．･ヽ

Ｎｒ.303ノ右肺下葉網状弛緩高度ニシテ｢Ｐ｣滴ヲ容ﾉl/

ノレコト極メテ鉛キト、Nr. 306 ニテ施術反劉澗レヽ部分

的二可成著明ナルモ、｢ＰＩノ分布ハ普遍的二高度ニシ

テ、其ノ小滴二止ヽ'ルモノ殆ｙトナグ、全般二太キ楳

状及ビ珊瑚樹枝状ノ栓塞ヲ作り、毛細血管ヲ極度二撞

張迂曲セル勁及ビＮｒ.305ノ右肺(反對側肺)上葉ノヽ

｢Ｐ｣配分多昂｣ニシテ、肺門端ノ如キ潮蔓性二恰モ賓質

臓器二注入セノ1/観アルユ反シ'、其ノ施術側肺(左肺)・ヽ

第２表

　

横隔膜神経捻除術直後流動｢パラフィゾ｣静脈注入二依ル肺臓所見

動

物

番

披

僣

重

ハ前

後

ズ

廷
Ｗ

損耗

隔捻

膜除

御側

捻長

除

..サ
御

経。

ｚ？

　肺ぺ・

　所

　＼見

1
そ

＼

　部
　位　＼ヽ，

肉　眼　的　所　見 組　職　學　的　所　見

摘　　　要
容

積

壇

加

硬

度

含

気

性

浮

腫

充

血

溢

血

割フ

面j

¬L_
パ概
ラ況

膝組

胞程

弛度

誇張

胞程

揺曳

肺硲

動血

脈度

気
管

枝
樋
化

パ滴

ラ
フ密

ィ

ソ度

大ラ

ナフ

バ

¬L_
パ栓

）

諮

ご量

303

J
Wﾐ-

七

○

○

右
六

五

¦上葉 -1-1一｜－１十｜－｜±１十ｉ一；士１－ﾚHづ十柏餅｜右肺静脈屋

右肺 中葉 ㎜ - - - ＋ - 土１十 四
＋ ＋ 十十ｉ＋ ＋ 稀匈花瓶ヲ

呈ヌ、大旱

核細胞多

s/、左鼠管
枝棺；拡張

ヌ

下葉 - - - - 十十 - 十

四
十十け ＋

　　　　　¶　　　　｜十）（十 ＋

左肺
上葉 十

四
- - - 十

四
㎜ 十十

十

四
±ｉ＋ 十

一
+い併 併

下葉 十

四 四 - - 十
一

- 升

十t

-Ｉ-Ｉ十
　：　　　ｌ　-

併１十十 十十

304

－

七
五
〇

左
Ｊ一一

○

右肺

上葉 十

四
- ＋ - ＋ - 六十 ＋ - ＋！冊 併

右肺門端､中

心部‘パ｣栓
著明

中葉

下葉

十
一

- 十

四
- 十

四
- 十十汁 ＋ ＋ 十

一 十十 併 十十

十

四
- - - ＋ ㎜ 十十ｌ士 十ｌ十

一・－
十

四
冊ｌ併 十十

左肺
上奏一 - ＋ ㎜ ＋ - ＋ ＋

十，十‾　１　-
十
一

＋，升 十十

　〃-
下葉 - - - - ＋ - ＋ ＋ 士１－ - 十十　十 ＋

305

一

九
四

〇

左

--

J･一

〇

右肺

上葉
－
中葉

士

－　一一一

＋

- 十

四
- 十

一
- ＋ - 十

一
｜　　｜　　　　｜，‾ドHづ十十｜升

右中心部

｢パ｣栓著明

左気管枝縮

小ヌ

- ＋ -

-

十

四
- ＋ - 十

一 四 升 十十 併

下葉i十 - - ＋ - ＋ 十

四
十
一

- 柵･　冊　併

左肺 上葉

一
下葉
一

上葉

一中葉

＋ 〃
十

四
-四 十

一
- 十

四
- - 〃 ＋１十十，＋

＋ - - - 〃 - 十
一

＋ - ＋ 十十・併）･十
　ｌ

　一

306回

　○

左
八

〇

右肺

- 〃 ＋ - ＋ - 十十ｉ士 -‘十Ｉ十
　１　-　ｉ　-

升　冊　併

十十　併ｌ冊

十十　冊涵　ｶl「″」栓高

　　　　一一度
　＋　＋　＋

一一一一　　-－一一‥‥
　＋　＋　＋

四 - 〃 ㎜ 十

四
- 十十

十

四
－ｉ＋ 十

四

下葉

一一
上葉

- 〃 十
一

- 十十 四 十十）十 十　十　十十
一　一．

左肺
- ㎜ ＋ - - - 十

一
- 土｜－ -

　　-，　．¦
１脂一 - - - - - 十１十

一　一
十，－１－
－

307

Ｊ ･

- - 一 心

○

－

○

右
五

○

右肺

上葉 -
づづゾ＋ - 十、十一　１　-

土，士｜土 升　+　十　七「ハ，」β．．、

中葉 〃 - - - ＋ - 十
一

十

四
-’十

　　-
　　　　　　　　　　　一　　一一一士）一十　十十　十十　中心部二多

下葉 - 四 - 一

一一
　-

柵- ㎜ 十l -H-
－

±　士’十ｌ十ｌ十　十　こ辿嬰昌晋

左肺 上葉一
一一一下葉言

〃 - - - 十拡土 十．－
－

十
一

　　　　　　　　　　　　　　１りり4r゛_ニヘl･i･Mr゛
併　併　併　ニハ「二」少

- - - - - 十十’－ 十　一’士１+い冊　併　７



名18 栗本＝¶咲隔膜紳経捻除ノ肺臓二及ｔヌ影響二就テノ賞験的研究 【第18巻

　l　l

3o8し右亨
　o!　　ｏ

　　　｜　　　！

上１ －　－　－ｉ－；－ｊ－，士 十ｉ士 - ±）づ++ 十十

有終中葉一　‐　士．一ｌ十 一　十

　　｜　四
＋ 十

一
十！ﾆ!ﾆ 士 十十 升

　　－　-･
=下有一　一　十｜－ ＋ 一，± ＋１｀＋ 十

一
十
㎜

升 十十　十十

●　-
　併

風官反収利
強シ’

十十 冊
　ﾚL繁一　一　―左肺－-　‥

　蓬莱一，一　一

一　一一一 升 士；＋ ＋l:士ﾆ

－ｉ－ｉ－‘十十 ㎜ 十１十１士 十十 冊 +冊’

→　　.

3o9俯

　　　江　　づT）

左

_l.

？

○

　　　上葉

右肺中葉
　　　一一-
　　課業

士ｔ一　士Ｉ－Ｊ：!=ｉ－ｉ± ＋・＋ 土　士　＋ 十十　十

士ｉ士　土
　ｌ　　　「

- 十
一

- 十
一

十
一

　　　　　ｉ　　　　・　　　　｜
±，十Ｉ-ﾄｊ-ﾄ 刊-

十十ｊ

　・　　・　　　●●　　●

士ｉ±　－ - ㎜ -　- ±　＋１±ｉ土 ＋ 十十 ＋ 石rヽ栗罹１
萎縮

一一

右肺門部｢パ｣

左下幹著明葉

萎拙著明

ヵぷ上葉i土ｊ－　一一 - 十
㎜

-　- 士　＋ ＋ 十
一

＋ 十
一

＋

/」--FI’「
　　　　　　　下葉－，士　－１－ 十

一
-　- ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

　　　　　　１　　上葉　　石　　翁市i中葉

ｍゾレ左到　下葉

- -　- - - 一｜十十 ｜　= 十
一

- 冊 併 升

一　一　- - - ㎜ 十十
１
｜　㎜ ＋！－ 併 升 併

＿ｉ＿　＿｜＿ - - 升 - ＋ ＋ 十十 冊

＋

併
≫　　＝七

　　　　ｊ

　｜　　　　｜

左肺
上葉 -｜-　- - 十

一
- 十

四
十
一

- - ＋ ＋

下葉 -　-　- - 升 - 十
一

＋ I !十十 ＋ ＋

　ｉ　　ミ

311 :j

　｜⊃

右

切

噺

右肺

上葉 -・一．- - ㎜ - 十

四
㎜ 十

一
＋ - ＋ 升 ＋

中葉 　　｜-・-
　　１ -

　 　 ㎜

＝ ｒ -

　 　 -

- - 士 - 十
一

＋ - ＋ ＋ ＋

下葉 -

-一
一

　　　　ｌ-　｜　- - - 十
一

- 四 ＋ 十

四
＋ 十十 十十

左肺
上葉 - - - 十

四
- - ＋ 士ｉ± ＋ 十十 ＋ ＋１

下葉 - -
四 - ＋ ㎜ - 升 - 十

㎜
＋ ＋ ＋ ＋

312

W--一嶋

七

つ

⊃

右
－
○

五

右肺

上葉 - -　- - 四 四
十

四
十
一

- =（ヤ土 ＋ ＋

中葉 一　- - - - - ＋ - ＋ - ＋ 十十 十：左稽ｔ盆栽
　1　●　　　　　-J

下葉 一　-　-　　ｉ　　　　ｌ
　　１　　　　１

〃 - - 十
一

＋

一一
士

- ＋ 十

四
＋ ++１升 瓦、凪官伐

内組織球多

ジ左肺
上葉 - 十

四

十

四
- ＋ - ＋ 士 升ｉ－

　ｉ
十十 升ド 升

下葉 －１十１　－
　　－

- ＋ - ＋ - ＋ ＋ - 十十 併 ++ｉ

ニ弛緩ヲ呈シ中隔毛細管及肺動脈・ヽ漑シテ貧血

サ示シ、従ツテ全般的ニ｢Ｐ｣栓塞ノ程度賜ク殊

二網状弛緩高度ニシテ無気肺状テ呈スル箇所二

於テハ毎常｢Ｐ｣ノ配分殆ンド認ｙザル程度ナ

リ。唯少シク肺門端二於テ梢ｌ大ナル｢Ｐ｣ノ滴

状叉ハ悍状ノ栓ヲ形成セリ。肺動脈八一般二歴

縮シ｢Ｐ｣滴ラ容レズ。反對側肺二於テ川

含気性箇所二富ミ、肺動脈及ビ毛細血管ハ著明

二披張シ慰血テ示シ、｢Ｐ｣栓塞ハ比較的小ナル

肺動脈及ビ毛細管二高度ニシテ殊二肺門端及ヒヽ｀

中心部位二於テーハ｢Ｐ｣ノ太キ樹枝状栓塞ラ形成

セリ。

こり要ノヽルニ施術直後「Ｐ」静脈内注入－ヨリ

テ、雨肺ニ「Ｐ」ノ配分セうルヽ程度ノ差異ハ甚

ダ極著ニシテ、施術側肺二於ケル夫レニ比シテ

反對側肺、即チ無處置肺二於テハ「Ｐ」栓塞ヲ形

成スルコト著明ナリ。卯チー側肺ダヽ横隔膜祁経

肺胞中隔ハ皺勁状二弛緩ン中隔組織｡・ヽ一般二非薄ニ

シテ貧血ヲ呈シ、「Ｐ」ノ分布ハ滴状ノモノヲ甚ダ粗二

散見｡フヽﾉl/黙秘ゲラノ1／。

之等ヲ一括表示｡スt／バ第２表ノ如シ。

　　　　　　　　　

小

　　

括

以上10例ノ一側性横隔膜紳経捻除施行ノ直後

二於テ、豚脈内二流動「Ｐンy注入セル寅験二就

キテ要約ソヽレバ、肉眼的ニハ肺臓容積噌加ノ程

、度ハ其ノ2、3ヲ除キテハ左右爾肺二差異殆ンド

　

ナク、叉特二含気性ノ著明ナ･1モノナ≒色調

　

ノ程度八一般二施術側肺二濃クシテ一見充血ヲ

呈ソヽルモ、割面一八険いレニ施術反對側肺二却ツ

テ充血猫ク、叉「パラフド」様物ヲ･光線下二認

ムルコト著明ナリ。剖見時心臓ハ右心室和；披

張シテ多量ノ血液サ容ルヽ一反ぺ左心室八一

般二牧縮テ示シ少量ノ血液７容ル。組織學的所

見川施術側肺殊二其ノ下葉二於テ肺網状ハ著明
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栗卜＝横隔膜御節捻転
-

ノ肺臓二及ポ≒スむ響二就テノ賓験的研究

捻除ニ３ル横隔膜庇癖二影響セラレテ、萎縮テ

来シ血流ノ゛制限セラレタルニ反シ、無處置肺ズヽ

代償的二血量ノ増加テ来シ、従ツテ常初ヨリrＰ｣

摘ノ流入モ多量ニシテ斯ク｢Ｐ｣栓塞ラ形成フ､ノレ

コト高度ナルモノlji早セラル。

其ノ２

　

駒経捻除後１週間ニ｢IP｣注入ノ場合

左右横隔膜紳経捻除各５頭宛施術後１週間テ維

テ流動｢Ｐ｣列主入シタル場合二就キ其ノ代表的

ナルモノ１例テ詳記シタル後他ノ漑様ヲ述ブ可

動物番琥１Ｗ５、聘重2．020尨、有側紳経捻除(榊経

ノ長サ７．０糎)。

右肺

　

上、中葉肺門端網状不整ニシｆ大小ノ佳胞ヲ交

へ･タルモー般二肺胞泊緩シ'、周縁部・ヽ層状ヲナシテ中

隔相接スルモ肥厚ヲ呈ク､ルモノ斟ン。｢Ｐ｣配分ｙヽ中心

部梢；多キモ他。･ヽ一般二斟ク、周縁部二散在的二撒箇

乃至敷十箇連鎖ノ細小｢Ｐ｣滴ヲ存ジ、深部中等大ノ

｢Ｐ｣滴叉司シ

テ蛇行コスル中隔毛細管アリ其ノ存在ノ箇所二粗密ア

ルモ略い細葉ノ外廓二一致スル如ク配置セリ。肺門部

ノ大ナル肺動脈ハ梢；著明二拡張ｓ／、内腔二血球及ビ

漿液憬物ヲ充賓｡スルモロヽニ｢Ｐ｣滴ヲ容レ八肺静脈

。･ヽ拠縮ｙＰ｣ヲ容レズ。気管枝粘膜、肺胞壁ノ細胞ニ

'於テ著鐙ヲ認メズ。

下葉。･ヽ一般二網状弛緩シ下牛部・ヽ肺胞壁相重畳セル

観ヲ呈ン、此ノ部ニ｢Ｐ｣ノ分布著明二斟ク、唯上部肺

門端二網状不整ナノ1/昔卜ヽ｢Ｐ｣｡・ヽ中等大ノ梓状栓叉､ハ

大ナル滴状ヲナジテ血管ヲ充塞｡スルモノアリ。比較的

大ナル肺動静胆ノ所見ノヽ概シテ上中葉ノ夫1・同様ナ

　

リ。

819

左肺

　

上葉ノヽ概シテ含気性ニシテ肺胞敷箇融合シテ

不整ノ空胞ヲ形成.スルモ、一般気腫二見ﾉ1/が如キ肺胞

壁ノ罪渾ナノ1/箇所.ハ比較的斟ク、寧口概ジテ中隔.・ヽ肥

ヅシ、毛細血管ハ著明二拡張ン、「Ｐ」滴ノ連鎖及ビ太

キ樹枝状ノ「Ｐ」ヲ形成ク､．肺静脈.ハ比較的大ナノ1／モノ

ニ於テ著明二拡張ン唇血ヲ呈.スルモ管腔二同時ニ「Ｐ」

ヲ容ﾉt/ヽモノヲ認メ雖ン．肺動脈.ハ固ク縮小ン、之亦

内容ヲ抱有jスルモノナシ．気管枝ノ断口ハ寧口拡張セ

ラレタノt/モ、上皮細胞二離

下葉下端網状梢；弛緩セルモ他.ハ不整ナル網状ヲナ

ヅ部分的二中隔非薄ニシ･テ大ナル空胞ｦ.作ルモノア

リ．斯ル部二於テハ「Ｐ」ノ配分甚タ齢ク貧血ヲ示」ス

モ、他八一般気腫ノ夫ト異ナリ中隔比較的二肥厚シ、

毛細血管．･ヽ「Ｐ」栓塞ニョリテ強グ拡張セラレ迂曲蛇

行セリ．

本例二見ル如ク定型的二気腫状ナル部ニテハ「Ｐ」栓

塞ヲ作ﾉ1/＝=11ヽ甚ダ齢ク、其ノ開係.・ヽ無気肺状部二於ケ

ルト相似タリ．肝臓、牌臓二於テ著愛ヲ認メ八血管

内ニ「Ｐ」栓塞ヲ認ムルモノナシ．

嗇右側神経捻除例ノ１ＷＩニ於テモ雨肺「Ｐ」分布ノ

差異可成著明ニジテ左肺ニテハ其ノ深部ニ「Ｐ」滴相

融合ジ大ナノ1/栓ヲ作レリ．中隔毛細血管ハ強ク祇張サ

1／肺胞ヲ県縮セル状ヲ呈ス．右肺.・ヽ之ニぽヅテ中隔肥

厚スル＝=1卜齢ク、「Ｐ」滴ハ細滴ヲナジテ連鎖状二栓塞

ヲ作ルニ過ギズジテ毛細血管ノ拡張斟ン．

左側神繩捻除例中1 W 2,1 ＼V10ハ「Ｐ」ノ分布執レモ

施術反對側ナノt/右肺二於テ可成著明こーシテ１Ｗ２ノ

右肺・ヽ梢；含気性ニヅテ「Ｐ」ハ中心部二於テ太キ珊

瑚樹枝状ノ太キ栓塞ヲナジテ毛細血管ヲ高度二拡張

セリ．ジカレドモ含気性ノ強キ箇所.ハ中隔非薄ニジテ

血管縮小セルガ如キ観アリ「Ｐ」ノ栓塞形成比較的齢
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ｼﾞ。

lWlOニ於テモ中心部太キ｢Ｐ｣栓塞ヲ作ル＝=･ト右肺

一般二高度ニシテー部7P｣滴ノ肺胞内二脱出セル状

ヲ呈､ｽﾉ1/モノアリ。肺動脈ハ多クハ屡縮ジテ内腔二血

液及ビ｢Ｐ｣ヲ容ルヽモノ認ノ難シ。左肺(捻除側)比較

的大ナノl/肺動脈ハ著明二拡張シ多量ノ血球ヲ抱有ン

罰血状態ヲ示｡スモ同時ニ｢Ｐ｣ヲ官レズ。気管枝､ハ深部

二於テ収縮ジ粘膜上皮梢；菊花状ヲ呈フノ1/モ細胞的

愛化斟ン。

之ヲ表示ス1／バ第３表ノ如ン。

　　　　　　　　　

小

　　

括

以上10例ノー側性横隔膜御経捻除施行ノ１週

間後二於テ静脈内二流動｢Ｐ｣刊主入セル賓験二

就テ要約スレバ、肉眼的所見ハ大勝施術直後群

二於タルト同様ニシテ、肺臓容積二於テ著愛ナ

ク、特二含気性テ示フ、モノナシ。 1W2, 1W3,

1W4. 1W5. 1W6, 1W8ニ於テハ施術反對側肺

二僅カエ充血ヲ呈シ、其ノ割面二於テ｢Ｐ_様物ヲ

多ク見ル。心臓ノ剖見所見叉直後群二於ケルト

殆ンド同様ナリ。組織學的二施術ノ影響ハ１週

間後二於テ尚可成著明ニシテ、静脈内二注入セ

ラレタル流動｢Ｐ｣ノヽ細滴トナリテ右心室ヲ通り

肺臓内二流入スルニ其ノ雨肺二於ケル分布ノ状

態刈

肺臓二於ケル肺動脈及ビ毛細血管／ヽ著明二披張

シ對血ヲ示シ、流入Ｐ滴八次第二相融合シテ大

ナル珊瑚樹枝テ呈シテ、毛細管及比較的小ナル

肺動脈ヲ弧ク栓塞ソ、。而シテ｢Ｐ｣分布ノ状ハ肺

門端及ビ中心部殊二著明－シテ、周縁部二及ビ

テ｢Ｐ｣滴ダヽ連鎖状叉ハ棒状チナフ、。肺静脈八一

般二其ノ断口収縮シ、其ノ内腔二血液及ビ｢Ｐ｣

ヲ抱戦スルモノヲ殆ンド認ｙズ。施術側肺ハ網

状一般二弛緩ラ示シ血管ノヽ慨シテ貧血シ、｢Ｐ｣

ノ配分程度ハ反對側肺二比シテ弱ク、殊二弛緩

高度ナル箇所二於テ然ルテ見ル。唯中心部ノヽ幾

分樹枝状及ビ悍状｢Ｐ｣栓塞テ著明二形成ノヽルモ

ノアリ。肺静脈。・ヽ同ジク収縮シ｢Ｐ｣滴テ容ルヽ

モノテ認｡メズ。

之ヲ･要スルニ１週間後群二於テモ爾一側性施術

ニョリテ南側肺二於ケル｢Ｐ｣ノ配分二差異テ示
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シ、印チ術側肺ニハペＰﾉ栓塞ヲ･形成ノヽルコト軽

度ナルニ反シテ、無處置肺ニーハ著明ナル「Ｐ」栓

塞列乍リ、且ツ下柴こ比シテ上､低二於ケル程度

梢り星キガ如シ。左側施術及ビ右側施術ニョル

ズ異二著明ナ・モノナシ。肝臓、牌臓ハ組織學

的二著受ナク、夫等血管内ニ「Ｐ」栓冷汗認ムノレ

モノナシ､。

　

其ノ３

　

鱒経捻除後２週間ニ「Ｐ」注入ノ場合

左側及右側二横隔膜御経ヲ施行シタル各５頭二

就キ、２週間後「Ｐ」ヲ静脈内二注入シタルモノ

ノヽ其ノ代表的ナルモノトシテ右側捻除ノ2W1，

2W7及ヒヽ左側捻除ノ2W8，2W10ヲ畢グルモ、

先ヅ其ノ典型的ナル2W1ニ就キ詳記フ、レ八次

ノ如シ。

動物番妓

　

2W1叢重3.200尨、右側捻除（神経ベ

サ3．0糎）。

右肺

　

上中葉、上葉外端中葉下部周縁部梢；著明二網

状弛緩セルモ他ハ約網状整フ。唯雨葉共肺門端ノヽ梢；

大ナル空胞ヲ交フ。「Ｐ」ノ配分雨葉共中心部二於テ著

明ニジテ長キ栓状二毛細管ヲ充塞ジ、之が焉二毛細管

。･ヽ中等度二拡張ン其ノ中心部二於ケノl／モノ程著明ナ

リ。大ナノl/肺動脈｡ハ少ジク拡張ン笹血ヲ示｡スモノア

リ。肺動脈／ヽ其ノ断口多ﾉ≒ハ圓形二固グ縮小シ、其ノ

1、2.ﾊﾌＰ」ノ小滴ヲ容ルヽモノアルモ他｡ハ之ヲ認メ

ズ。気管枝・ヽ肺門端二於ケルモノ｡・ヽ中等度二縮小シ粘

膜菊花状ヲ呈jスルモノア几

下葉八一般二肺胞弛緩ヲ示シタルモ上部周縁部ハ梢；

不整ナル網状ヲナs／、撒箇大ナル空胞ヲ存｡ス。「Ｐ」／

配分。･ヽ上葉二於ケルト比較シテ梢し少量ニシテ上牛

分。･ヽ細小ナル「Ｐ」ノ連鎖ニョル栓塞ヲナジ、中心部八

一般二高度ニシテ楳状及ピ樹枝状ノ栓ヲ形成｡スルモ

ノアリ。肺動静脈一方・ヽ拡張、一部縮小｡ｽﾉﾚﾓ除り著

明ナラズ。気管枝。・ヽ中心部二於テ中等良二拡大セノし他

ﾆｰ著塗ナシ。

左肺

　

上葉、上部周縁網状弛緩セノレ他・哺い含気二次

ｉｲjlミナル網状ヲナクヽ。「Ｐ」ノ分布川鵬勁レー於テハ

細小ナル「Ｐ」滴密集シ、湘茲的二肺胞中隔二存在シ深

部二及ビテ「Ｐ」・ヽ相融合ジテ毛細血管・ｦ高度二充塞

シ、血管・ヽ著明二抵張ン肺胞中隔ヲ迂曲フヽ。

下築上部中心部ハ拾；含気性ニジテ空胞二富１、下牛

部ハ網状梢則池緩シ中隔蛇行状ワ呈シテ栓塞ヲ形成
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ン、周縁剖レヽ「Ｐ」滴ノ連鎖ヲ以テ毛細管ヲ閉塞ヌノ1ノモ

ノニ於テ梢；唇血ヲ示フ､モ同時ニ「Ｐ」ヲ容ノ1/ヽモノ

ナシ。肺静脈／ヽ一般二収縮ン内容認ムルモノ斟ン。気

管枝大ナルモノ。･ヽ中等度二収縮ン粘膜菊花状ヲ呈ヌ

ル他細胞的二著塗ヲ見ズ。「Ｐ」概況ぺ

梢ｌ著明ニシテ他・ヽ差異斟ン。

２Ｗ７・ヽ同ジク右側捻除例ニシテ右肺網状部分的二

萎縮セルト含気性ナルトアリ。「Ｐ」滴ハ多ク・ヽ連鎖状

【第18巻

ヲナヅテ寧口周縁部二栓塞ヌ。下葉。･ヽ網状稽；著明二

弛緩s／｢Ｐ｣滴／ヽ比較的斟ン、左肺周縁｡・ヽ細小ナル｢Ｐ｣

滴密集ン、中心部７ヽ粗ナルモ中等大ノ楯状ノ栓及ビ珊

瑚樹枝状ノ栓塞ニョリテ肺静脈及毛細管ヲ中等二攘

張セリ。

左側御経捻除例ノ２Ｗ８,２Ｗ１０ニ就キ左右雨肺ノ所

見ノ差異ハ右肺ノヽ左肺二比ジテ就レ・モ肺門端及中心

部二於ケ･レ｢Ｐ｣配分著明ニジテ、左肺殊二下葉二於テ

第４表

　

横隔膜御経捻除術２週間後流動｢パラフィソ｣静脈内注入二依ﾉ1/肺臓所見
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ﾉヽ梢く網状弛緩ヲ示スモ部分的二含気性箇所ヲ介在

ジテ此ノ間｢Ｐ｣栓小樹枝状ナルヲ散見ヌ。肺動静脈ノ

態度二於テ著鍵ヲ見ズ。２Ｗ８ノ右肺動脈ノ拡張梢；

著明ナルト，2W10ノ右肺動脈｡ハ中等大二拡張シ内

腔二血球及漿液様物ヲ充盈｡スルモ比較的ニ｢Ｐ｣滴斟

ク肺静誠一一般二縮小シ｢Ｐ｣滴ヲ容レザル等トヌ。

以上4例ト共ニ10例二就キ表示ヌt／バ第４表ノ如ン。

　　　　　　　　　

小

　　

括

右側御経捻除ノモJ 2W1, 2W2, 2W5, 2W7,

2W9及ビ左側御紅捻除ノモ/ 2W3,2W4,2W6,

2W8, 2W10ニ就キ施術後２週間二静脈ヲ経テ

｢Ｐ｣栓塞賓験ニョレバ施術ノ影響尚存スト雖モ

１週間後群二比シテ梢ｌ減少セリ。｢Ｐ｣栓塞分

布ノ程度。・ヽ狗一般二施術側肺二抄ク，反對側肺

司

伸展セル部及ビ網状萎縮彊キ部二於テノヽ常ニ

｢Ｐ｣栓ノ配分斟シ。上記例ノ所見ノ如ク全切片

二就キ全般二含気二富ムモノト雖モ其ノ割二肺

胞中隔非薄ナラズ寧口肥厚ヲ呈シテ中隔毛細血

管。・ヽ著明ニ｢Ｐ｣滴ノ充塞ニョリ披張高度ナルモ

ノアリ。左右肺網状ノ差異最早著明ナラズ，｢Ｐ｣

分布ノ程度亦左右二於テ差異ナキモノハ2W1,

2W3, 2W5, 2W6ナリ。他ダヽ施術反對側肺二於

テ｢Ｐ｣栓塞程度梢ｌ著明ナリ。｢Ｐ｣栓塞ノヽ全般

的二毛細血管ニテ形成シ、大ナル肺動脈・ヽ一般

二披張シ君血ヲ示フヽモコヽニ｢Ｐ｣滴テ止ムルコ

ト殆ンド全ク認ｙ難シ。肺静脈ハ常二収縮シ血

液及｢Ｐ｣テ容ルヽモノ殆ンドナシ。全例ヲ通ジ

テ剖見時心臓ダヽ右心室彊ク披張シ多量ノ血液テ

充盈スルモ、左心二於テダヽ意外二空虚ニシテ割

ヲ･加フルモ流出フ､ル血液僅少二過ギズ。肝臓

梢ｌ對血テ呈フ､ルモ小葉組織二異常ナク中心静

脈小蔭間静脈梢ｌ對血テ呈スモ｢Ｐ｣滴テ全多認

ノズ、牌臓組織二著撥ナク叉｢Ｐ｣滴ヲ･認ムルモ

ノナシ。

其ノ４駒経捻除後３週間ニ｢Ｐ｣注入ノ場合

右側施術例５頭、左側施術例５頭ヲ･施術後３週

間ラ紆テ、｢Ｐ｣注入ノ成績ヲ見ルニ肉眼的ニ・ヽ

雨肺容積二著受ナク、特二施術反對側肺ノ容積

増加ヲ認ムルモノナシ。叉施術側肺ノ退縮著明

ナルモノナシ。割面二於ケル充血ノ程度及｢Ｐ｣

テ認ムル程度二於テ左右肺ノ差異一定セズ。組

織學的所見一就キ梢ｔ代表的ナルモノトシテ
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,ハ、右側捻除例3W2,3W5左側捻除例3W3，

3W9ニ就々テ観ルニ、前者ノ3W2右肺Ｐ分

布全般的二散在シ、中心部気管枝ヲ関続ﾌ､ﾉﾚ肺

胞中隔二於｀テ分枝欣ノ「Ｐ」栓塞サ作リ毛細管ヲ

著明二捺張ラ示シ、深部ハ浮腫テ呈スル筒所ヲ

存ｿ､。左肺ハ含気二富そ中隔少シク仲展シテ非

諏ナル箇所ﾉヽ梢ｌ暫血シ、「Ｐ」量ﾉヽ僅小ナリ。

3W5ニ於テハ右肺ノ「Ｐ」栓塞ハ左肺二比シテ可

威著明ニシテ「Ｐ」滴融合シ犬ナル分枝状栓テ作

リ毛細管チ高度二攘張充塞セリ,、左肺ハ中心部

含気二富ﾐﾆ火ナル空胞群ヲ作リ中隔漑ネ非諏ニ

シテ「Ｐ」滴比較的斟シ。

左側捻除ノ3W9 ･ヽ右肺ハ漑ネ含気,性J-シテ不

整ナル網欣ヲ作リ、「Ｐ」ノ分布ﾀﾞヽ周縁部一般ニ

弱ク且ツ栓塞ノ「Ｐ」滴粗ニシテ中心部二於テ

「Ｐ」配分租ｌ多キノミ。之二反シテ施術側ナル

左肺殊二下葉二於テハ一般ニ「Ｐ」配分粗密ナク

禅状滴乃至珊瑚樹枝欣ノ「PI栓塞ヲ形成セリ。

恂代表トシテ１例ノ組織的所見ｦ･述デベシ。

動物番妓

　

3W3僣重2.230尨､左側紳経捻除（紳経／

長サ15糎）。

右肺上葉上部周緑中葉

【第18巻

気管枝・ヽ牛バ縮小s／、粘膜菊花状ヲナシ'、半バ梢；搬

張ヲ呈ヌルモノアリ。肺胞上皮細胞、気管枝上皮細胞

共殆ソド常態ナ口。

下葉ハ周縁一叢二網状弛緩シ肺胞層状ヲ呈フ、ル箇所

アリ、｢Ｐｙヽ周縁一般二少最ニヅテ細小ノ｢Ｐ｣滴ヲ孤

立的二容ル。肺門端及中心部ハ梢；著明二含気性ニシ

テ肺胞数箇相融合シテ大ナノ1／空胞群ヲ形成ヌ。然1／共

肺胞中隔ハ寧口肥厚ヲ呈スルモノ多ク、｢Ｐ｣配分。･ヽ此

ノ部位二一致シテ著明＝一一ｼﾃ｢Ｐ｣滴連鎖叉ノヽ其ノ融

合ジテ大滴、珊瑚樹枝状ノ栓塞ヲ作り、中隔毛細管ヲ

高度二楯張シ、肺胞内二裸出セル如グ迂曲走行セリ。

肺動脈・ヽ中心部ノ比較的大ナルモノ・ヽ強ク捺張シ内

腔二漿液様物ヲ充盈セルモノアリ叉僻血ヲ示ヌモ、肺

静脈八一般二収縮シ｢Ｐ｣滴ヲ容1ノズ。

左肺

　

上葉外端網状梢；萎縮セノl／モ他／ヽ不整ナル網

状ヲナシー－一般二含気二富ｉ中心部ノヽ散在性二梢ｔ著

明二太キ悍状ノ｢Ｐ｣桧ヲ有ン、叉｢Ｐ｣滴ノ連鎖セル栓

塞ノ介在セルアリ、中心部／ヽ中等度二血管福張ジ僻血

ヲ示ン、肺静脈ノヽ収縮ヌ。気管枝ｙヽ深部二於テ収縮セ

ルモノト然ラザルモノトアリ。｢Ｐ｣分布ノ概量ノヽ右肺

上中葉ト大差ナシ。

下葉下端川

同ノ空胞群ト相交錯｡ス。｢Ｐ｣配分・ヽ網状弛緩部二簒

ク、｢Ｐ｣小滴散在ヌルニ過ギザルモ、中心部、肺門部

ハ大ナル気管枝二隣接jスル肺胞中隔著明二肥厚ン毛

細管ノヽ太キ樹枝状｢Ｐ｣栓ニテ充塞セラｙ高度二損張

シ肺胞ヲ防縮７,ル如ク迂曲ク､。他ノ肺葉二比ヅテ｢Ｐ｣

栓塞度梢ζ著明ナリ。肺動静脈ノ態度他ノ肺葉ト著ｙ

キ差異ナダ、気管枝／ヽ中心部二於テ稽ζ撞張ヲ示jス。

以上ノ各例テ他ノ６例ト共二表示ズレバ第５表

ノ如シ。

第５表
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小

　　

括

右側紳経捻除例3W1, 3W2, 3W5. 3Wa 3W7

及ビ左側禰

3W9ニ就キ施術後３週日サ経テ静脈内ヲ流動

｢Ｐ｣ヲ注人シ雨肺二於りレ｢Ｐ｣栓塞状況ヨリ見ル

ニ３週後二於テズヽ最早施術的影響ヲ考ヘラルヽ

モノナs／。印チ左右｢Ｐ｣栓塞ノ強賜ハ不定ニシテ

施術反對側肺二於テ梢ｌ著明ナルモノニ3W1,

3W2アレドモ、3W3, 3W9ハ施術側肺二著明ニ

シテ他。・ヽ左右肺差異認ノ･難シ。但シ大ナル肺動

脈ノ態度ハ左右施術ノ如何二拘ラズ２週間群ト

同様二一般二披張シ内腔二漿液様物叉ハ血液ヲ

容レ暫血ヲ示フ､モ、而モ同時ニ｢Ｐﾉ滴ヲ容ルヽモ

　

ノテ認ムル能ハズ。肺静脈所見亦同様ナリ、肝臓

牌臓著憂サ認ｙズシテ叉｢Ｐ｣栓塞ヲ澄明セズ。

　　　

其ノ５

　

帥経捻除後４週間目ニ｢Ｐ｣

　　　　　　　　

注入ノ場合

左右一側施術各１４頭テ施術後４週間テ経テ

｢Ｐ｣注入ノ結果テ見ルニ肉眼的ニハ著憂ナク、

素肺容積ノ著シキモノ、叉退縮著明ナルモノナ

レ。充血テ軽度二認ムルモノアルモ施術ト一定

開係ｦ一認ムルチ得ズ。割面所見叉一定セズ。次

二代表的ナルモノ１例ノ組織的所見テ述ブ可

シ。

動物番彼

　

4W8 fi重2．400尨、左側御経捻除(神維

ノ長サ5．0糎)。

【第18巻

ﾉ1ﾉｶﾞ如キ感アリ。｢Ｐ｣分布／ヽ深部三於テ甚ダ著明ニシ

テ高度二毛細管拡張シ太キ樹枝状叉／ヽ大ナル滴状／

｢Ｐ｣栓ヲ以テ充塞ン、叉肺胞内二脱出ヌル如キモノア

リ。肺動脈ノ大ナルモノ・ヽ著明二拡張ジテ檻血ヲ示セ

リ。肺静部シヽ一般二収縮閉鎖ノ状ヲ示シ、気管枝・ヽ梢

ｔ拡張ン小ナル気管枝｡･ヽヽ多ク中等度二収縮セリ。

下葉

　

外方周縁部少ダ網状弛緩ヲ示｡スモ、他／ヽ網状不

整二部分的二梢；大ナル空胞ヲ容ル。肺門端グヽ梢・含

気性ナヽ≒｢PJ配分ハ深部二著明ニシテ概ヅテ上中葉

ト等シク、周縁部｢Ｐ｣ノ配分粗ニシテ｢Ｐ｣滴グヽ概シテ

細小ナリ。肺動脈ノ攘張高度ニシテ其ノ内腔二血球及

ビ漿液様物ヲ充盈ヌルモノアリ。肺動脈及気管枝ノ所

見上中葉二於ケノklヽ同株ナリ。

左肺

　

上葉ノ上部周縁部ヨリ中心部二渉リテ梢ｔ著

明二含紙性ナルモ他／ヽ一般二同様不整ナル網状ヲナ

シ、深部｡ハ中隔組織肥厚シ肺胞ヲ晰縮ヌル如ン。｢Ｐ｣

分布ノ状態／ヽ肺門端、中心部二著明ニシテ侑；渕蔓的

三中隔内ヲ充セル状ヲ呈セリ。肺動静脈ノ所見右肺葉

1ヽ大差ナシ。気管枝／ヽ一般二収縮シ粘膜上皮菊花状ヲ

呈入

下葉二於テモ深部ノ「Ｐ｣配分著明ニシテ上葉二於ケ

ノ1ﾉｶﾞ如ク、下端グヽ梢；含気二富ｉ、｢Ｐ｣配分稽ζ斟ク、

滴状叉細小ナルモ・多ン。肺動静胆及ビ気管枝､・ヽ上葉

二於ケルト同腿ナリ。｢Ｐ｣分布概況／ヽ右下葉中心部、

左上葉二於テ比較的多駁ナルモ他｡ハ差異ナs／。

倚本例1ヽ共二施術反對側肺二於グル｢Ｐ｣栓塞僅カニ

：冷明ナルモノノヽ4W2ニジテ従来ノ例二於ケルガ:如ク

肺門端及中心部二於テ梢ｔ毛細管拡張シ｢Ｐ｣栓塞ノ

右肺

　

上中葉、上葉外端部中葉下方周縁部多小網状弛

　　

度多シ’。叉左側捻除ノモノニテ4W6,4W7グヽ同側肺

緩セルモ、他｡･ヽ不整ナル網状ヲナシ、肺胞中隔非薄ナ

　　

ハー般二肺胞中隔著明二肥厚ン毛細管｡･･ヽ強ク楯張ン

ルコトナク寧口一般二肥厚ヅ、部分的ニハ網状消失セ

　　

高度ニ｢Ｐ｣ヲ容ル。特二前者左下葉ニテグヽ深部ニフＰ｣
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細滴相融合シ樹枝状ノ栓塞ヲ作ノ1／。他ノ例二於テベ左

右肺ノ「Ｐ」配分所見殆ソド差異ヲ認メ難シ。

　　　　　　　　　

小

　　

括

右側紳経捻除例4W1, 4W3, 4W4, 4W7及ビ左

側紳経捻除例4W2, 4W5, 4W6, 4W8ニ就キ施

術後４週間サ経テ「Ｐ」栓塞賓験ノ結果尹見ル

ニ施術反對肺二僅カニ「Ｐ」栓塞著明ナルモノ

ハ4W2, 4W8ニシテ4W6, 4W7ニ於テノ･ヽ施術

側肺梢ｌ著明ナリ。他ハ左右肺二於ケル差異ナ

ク之要一定ノ結果ナク、對照賓験例ノソレト同

様ニシテ、第３週間群ト共ニ･施術ノ影響ヲ･考フ

ル能ノヽズ。唯栓塞形成ノ状態ハ中心部毛細血管

二於テ著明ニシテ、比較的大ナル肺動脈刈

シ鯵血テ示スモ同時ニコヽニ「Ｐ」栓塞ヲ容ルル

モノ殆ンドナシ。肺静脈所見ハ他ノ諸群二於ケ

ルト同様ニシテ一般二著明二収縮シ内腔ヲ閉鎖

セル程度ナリ。肝臓及ビ肺臓著受ナク「Ｐ」栓塞

ヲ澄明セズ。

　　　　　　　　　　　　　

゛
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剖見時心臓所見・ヽ右心室ハ高度二披張シ、割テ

加フレバ血液噴出セルモ、左心牢ハ寧口収縮セ

【第18巻

ル状態ニテ室内空虚二近ク唯僅少ノ血液ヲ容ル

ノ

　

ｌｏ

第３節

　

人工気胸作成後流動｢PJ注入ノ場合

碧重２晒前後ノ健康家兎ヲ使用シ、一側性人工

気胸テ作成シタル後、静脈内二流動｢Ｐ｣ヲ注入

シタルモノニ就キ肺臓所見サ観ルニ肉眼的ニノ'ヽ

気胸側肺ハ著明二萎縮シ、或ルモノ・ヽ反對側肺

ノ２分ノ１ノ容積二縮少セルテ見ル。斯ル肺臓

ノヽ帯褐暗赤色テ呈シ、含気二乏シク硬度賓質臓

器ノ感アＬ．之二反シテ反對側肺ダヽ寧口含気性

ニシテ容積叉附加ヲ示シ、色調ハ施術肺ノ如ク

濃キコトナシ。割面二於テハ施術側肺充血多ク

光線下ニ｢Ｐ｣様物ノ流出ヲ多ク認ム。心臓ハ右

心室著明二肥大シ多斌ノ血液テ容レ、割テ加フ

レバ噴出フ、ル程度ナルモ、左心室ノヽ寧口梢｀t収

縮シ割テ加フルモ内容空虚ニシテ血液殆ンド゛無

キガ如シ。肝臓梢ｌ諺血ヲ示フ、モ著憂ナク、牌

臓叉然リ。

倚次二代表例二就キ所見ラ述ブ可シ。

動物番琥１

　

聘重2．200尨、右側気胸(注入空気量50

耗)。

右肺

　

上中葉、周縁部殊二中葉外端網状弛緩ｙ中隔相

接｡スル程唆ナルモ他／ヽ除り冷ヅカラズ不整ナル網状

ヲナヌ。中心部ノ大ナル気管ハ損張ノ感アルモ其上皮

細胞ノヽ常態ヲ保チ、肺胞ノ萎縮セル箇所二於尹。･ヽ小気

管枝・ヽ歴縮セラレテ粘膜ンヽヽ菊花状ヲ呈セリ。大ナル肺

静脈ノヽ梢ｔ黙扁セラレ梢ｔ多量ノ血液ヲ容レ・、小ナル

肺静脈ノヽ圓形二固ク閉鎖セリ。中心部二於テハ肺胞中

､隔中等度二肥厚ジセルモ著シキ充血像ヲ見ズ。｢Ｐ｣ノ

分布／ヽ殆ソF｀皆無1ヽ云フヲ得可ク小ナノt/｢Ｐ｣／小滴

ヲ部分ヽ的二敷箇宛散見ヌルノ１ニンテ甚ダ奇異ナル

戮ヲ呈ヌ。

下葉ノヽ一般二肺胞ｙ明二萎縮シ、下端及ビ中心部大ナ

ル血管ノ周閲ノ肺胞中隔八秤に層状ヲナセルモ、他ノヽ

概シテ網状不整ニヅテ部分的差異著シカラズ。気管枝

及血管ノ態度・ヽ上中葉Ｈ目似タリ。｢Ｐ｣分布ダヽ下葉二

於テー肘齢ク中心部一小部分二細小ナル｢Ｐ｣滴ノ連

鎖ヲ充セル毛細管ノ迂曲ヅ肺胞ヲ閲僥｡ｽﾉ1／ヲ主lヽン

テ、他八部分的二小滴粒ノ敷箇宛散見ヌルノ≒

左肺

　

上葉外端・ヽ網状不整ナノlノモ他／ヽ稽ｔ整ヘリ。

「Ｐ」分布・ヽ全般的二甚ダ高度ニジテ肺胞中隔毛細管

グヽ「Ｐ」滴ｙヽ相融合シテ太キ樹枝状ヲナジテ、中隔毛細

管ヲ栓塞核張セジメ肥厚セノ1／中隔ノ全幅ヲ占メ、尚肺

胞内二裸出セル状ヲ呈ヌ。

下葉ノ上部外方及ビ下端梢・含気性ニヅテ肺胞中隔

非薄トナリ「Ｐ」滴ノ分布比較的少キモ他・ヽ一般二不

整ナル網状ヲナヅテ「Ｐ」配分約一様ニシテ毛細管ノヽ

太キ「Ｐ」栓及ビ連鎖滴粒ニ､ヨリテ栓塞サレ著シ々迂

曲核張ン､肺胞腔ヲ狭小ナラジム。大ナノ1／肺動脈ノヽ高

度二核張シテ多量ノ血液ヲ包栽ン而モ「Ｐ」滴ヲ容ﾉ1/

ルモノナン。肺静膜壁／ヽ著ンク肥厚屋縮ン極メテ少数

ノ「Ｐ」細滴ヲ容ﾉ1/ヽモノアリ。「Ｐ」分布粗ナル箇所二

於テ肺胞壁及ビ中隔組織腫大ジテ腔内二漿液樗物ヲ

抱有ン世血ヲ示jスモノアリ。

他ノ例二於テモ略；本例ノ所見ト同様二気胸作成肺

二於ケル萎縮側ニテハ「Ｐ」ノ配分甚ｙ窄ニジテ、之二

反シテ反對側肺ニテ・ヽ「Ｐ」量著ンク多ク、太キ珊瑚樹

枝状ヲナシテ血管ヲ接張充塞セリ。

印］チ第７表二表示スル如シ。

　　　　　　　　　

小

　　

括

右側人工気胸例1、2、3左側人工気胸例4、5－

就キ気胸肺ノヽ一般二著明二肺胞弛緩シ、2、3及

５ノ下葉ノヽ一部無気肺状ニシテ層状チ呈シ中隔

相接近スルモ、毛細血管､ハ比較的歴縮セラレズ

「エオジン゜へマトキシリン」染色－ヨリテ梢’ζ

著明二血球サ包容スルモノアリ、、但シ「Ｐ」栓塞

サ形成スルコトノ’ヽ甚グ妙ク、「Ｐ」ノ細小滴ヲ散

見フ、ルノ≒退縮程度弱キ箇所二於テモ一般ニ

「Ｐ」配分量僅少ナルモノ多シ。

之一反シテ施術反對側肺ノヽ代償的二梢ｌ著明二

含気二富ムモ亦一方著明二暫血テ示シ、中隔毛

細血管､ハ高度二披張シ、多量ノ「Ｐ」分布ニョリ

「Ｐ」ノ大滴叉ハ珊瑚樹枝状ノソＰ」栓ヲ以テ充塞

セリ、、分布ノ程度ノヽ郭い／モ肺門部及ビ中心部二

多クシテ周縁二近ヅクェ従ヒ配分粗ニシテ［Ｐ］
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滴又細小トナルo肺勤脈ノ比較的犬ナルモノハ

　　

於テ僅ク牧縮ｼ粘膜上皮菊花状テ呈スルモ他ハ

著明ニ攘張シ管腔ニ血球及ビ漿液様物ｦ･充盈ﾌ、

　

著撥ナキカ、或ルモノズ､租ｌ竣張テ示セリ,、狗

ルモノアルモ、同時ニコ、ニ「Ｐ」栓サ容ル、モ「Ｐ」配分ﾉ､含

第４章

　

總

　

括

余ノヽ健康家兎ヲ･使用シ慄ｙ一側二横隔膜禰経捻

除術ラ行ヒ、施術後賓験二供スノレ迄ノ時間的開

係ニョリテ、試獣ヲ術直後群、１週間後群、２

週間後群、３週間後群、４週間後群二分チ、倚

別二人工気胸ヲ作成セ･レ家兎二就テノ一賓験群

ヲ加へ、對照群ト共ニ７群トシテ賓験テ行ヒ大
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様次ノ如キ結果ヲ見タ几

静脈内二流動｢パラフィン｣列主入ノ、ルニ、舶松ノ

血管内瓦斯注入賓験二於テ注入瓦斯・ヽ微細気泡

トヂリテ肺臓血管内二流入セル如ク、静脈内二

注入セラレタル｢Ｐ｣ハ細滴トナリテ速カニ右心

サ通過シ肺動脈及ビ之が分岐枝二流入シテ栓塞

テ形成シ、小循環障碍テ招来ノ、ルコトノヽ享い／ノ

場合二於テモ同様ニシテ、唯本官験ノ目的トシ

テ動物二慄ｙ一側性横隔膜御経ヲ施行セル場

合、其ノ湘肺二於ケル｢Ｐ｣栓塞形成上如何ナル

影響アルカテ知ラントセルモノニシテ、郎チ一

側御緩捻除後一定期間二於テハ｢Ｐ｣ノ雨肺臓内

分布郎チ栓塞形成ノ程度二可成著明ノ差異ヲ生

ズルテ見ルモノナリ。施術後３週間以上経過セ

ルモノニ於テハ｢Ｐ｣ノ雨肺配分二次第二其ノ差

異テ減ジ、對照群ノソレニ接近フヽルテ見ル。施

術ノ影響ｦ･最モ著明二認ノ･得ルモノノヽ直後群ニ

シテ其ノ肺臓所見ハ大約次ノ如シ。

肉眼的所見

　

横隔膜御経捻除側肺ハ敦レモ肺容

積ハ非施術側肺二比シテ萎縮ノ度張ク色調梢ｌ

濃ク、硬度二於テハ殆ンド差異ナシ。部分的ニ

ノヽ塙レノ肺二於テモ気腫状テ呈スルモノアルモ

術側ナルト然ラザル1ヽ二一定ノ開係テ認メズ。

割面パ施術側肺二比シテ其ノ反對側肺・ヽ著明ニ

｢Ｐ｣様物ヲ光線下二認ム。蓉血ノ程度ハ術側肺

二於テモ比較的之ヲ認ムルモノアリト雖モ、反

對側肺二於テョリ著明ナリ。

組織學的所見

　

肺胞弛緩程度・ヽ術側肺二於デノ

ミ著明ニシテ之二反シテ肺胞披張状態､ハ反對側

二於デノミ著明ナリ。｢Ｐ｣配分ノ概量ヲ観ルニ

非施術側肺二於テ著シク多ク、肺胞中隔毛細管

｡ハ高度二披張シ廣汎ニ｢Ｐ｣栓塞ノ形成テ来シ、

殊二肺臓中心部及ビ肺門端二於テハ太キ梓状或

､ハ珊瑚樹枝状ノ栓ヲ以テ充塞セルテ認ム。周縁

部二於テノヽ一般ニ｢Ｐ｣ノ小滴ヲ以テ栓セラルヽ

モノ多シ。｢PJノ小滴ノ大サハ其ノ最小ナルモ

ノ1ヽイヘドモ赤血球ノ大サノ約倣倍大ナル如

シ。是等ノ小滴が密集ノヽレバ連鎖状テナシ、遂

二相融合シテ次第二大ナル容積サ作り栓塞テ完

【第18巷

成スルガ如キ観ヲ呈ス。斯ク｢Ｐ｣栓塞ﾉヽ犬部分

ハ中隔毛細血管内二於テ形成セラレ、比較的犬

ナル肺動脈･ヽ著明二摘張ｼ血球及漿液様物テ充

盈ｼ暫血チ示スモ、同箇所範園ニ｢Ｐ｣テ同時ニ

包蔵スルモノ殆ンド無キガ如シ。肺屏脈･ヽ一般

二固ク収縮シ、内腔ハ空虚二近ク血液及ど｢Ｐ｣

滴ヲ容ヽルモノテ殆ンド全ク認ﾉ･難シ。

術側肺ハ｢Ｐ｣栓塞ノ程度斟キモ、比較的大ナル

肺動朋ﾚヽ一般二攘張ｼ著明二暫血テ示スモノア

リ。是術側肺ハ幾分血行テ制限セラレ、従ツテ

瀦溜少キ理ナルニ反シ．反對側肺ﾀﾞヽ常初二於テ

血量堆加シ、｢Ｐ｣流入梁亦多量ニシテ毛細血賢

ヲ栓塞‘ぃレコト逍カナル可キガ故ニ、｢Ｐ｣注入

ノ末期二於テ.ハ察口非施術肺二於テモ、血流ﾉ¥

急劇ニ障碍セラノし可ｼo故ニ肉眼的所見ニ於テ

術側肺ニ於テモ亦暫血ヲ示スコ卜ﾊ白明ノ理ト

思惟ぺ。Ｉ週間後群ニ於テモ肺胞弛緩程度ﾀﾞ､左

右肺ノ差異'､減ズルモ｢Ｐ｣栓塞ノ索肺ニ於ケル

形成程度ﾉ､略ｌ直後群ニ於ケル如ク非施術肺ニ

著明ナリ。２週間後群ニ於テ索肺ノ栓塞程度ニ

差異尚存シ非施術側肺ニ租ｌ著明ナルテ認ムル

モ、３週群及ビ４週群ニ至リテハ次第ニ對照試:

駿ノ結果ニ接近スルヲ見ルo對照試験６例共肉

眼的及ビ組織學的ニ胴肺ノ差異殆ンドナク、

｢Ｐ｣栓塞形成ノ程度ハ索肺ノ比較ニ於テ差異テ

認ｙズo但ｼ含



第９彼】 栗本＝横隔膜神経捻除ノ肺臓二及が.ス影響二就テノ賓験的研究

倚剖見時心臓テ検スルニ右心室ハ著明二肥大披

張シ、多量ノ血液瀦溜シ、割サ加フレバ血液噴

出フヽル程度ナルモ、左心室ハ空虚二近ク割テ加

フルモ殆ンド血液テ流出セシメずル程度ナリ。

之小循環血行ハ肺臓毛細管内二形成セル｢Ｐ｣栓

塞ニョリテ障碍セラレ肺動脈及右心室ノ披張苔

血ヲし来シ、左心室二貧血ラ来シタルモノト考ヘ

ラル。肝臓、牌臓二於テノヽ梢ｌ君血サ呈ッヽル他

831

ニ著宛ヲ見ズ。亦滴ヲ･認ムルモノナシ。

之ヲ･要フヽル二本賓験二於テ静脈内二注入セル

「Ｐ」｡ハ心臓テ通過シ肺臓二到り而シテ像メ一側

肺二横隔膜御経捻除術及ビ人工気胸作成ニョリ

テ萎縮作用ラ受ケタル場合ハフＰ」ノ分布ハ常該

肺二於テ齢ク且ツ栓塞列乍ルコト叉著明ナラデ

ルモ、其ノ反對側肺二於テハ･‾Ｐ」栓=窄形成ノ程

度甚グ著明ナル月

第５章

　

摘

　

要

１。

　

静脈内「パラフ１ン」注入ニョリ「パラフ１ン」

。ハ微細滴状トナリテ右心ヲ通過シ速カユ血流ト

共二肺動脈二移行フ､。

２．

　

静脈性「パラフィン」栓塞二於テ「パラフ４ン」

ノヽ肺毛細管チ通過スルコト甚グ稀ニシテ殆ンド

全ク肺毛細管及ビ比較的小ナル肺動脈二於テ栓

塞シ、主幹肺動脈二於テ栓塞ザ形成スルコト極

メテ斟シ。

万3．

　

心臓ノヽ右心室著明二肥大シ、多量ノ血液ヲ

容レ、左心室ハ多クノヽ縮少シ血液ラ容ルヽコト

僅少二過ギズ。

４．

　

一側性横隔膜紳経捻除後ノ「パラフ｡､ン」栓

塞刈

ク、殊二施術直後群及１週間後群二於テ此ノ開

係著明ナリ。施術後３週間以上経過セルモノニ

就テダヽ雨眼二於ケル｢パラフ。ン｣栓塞形成二一

定ノ差異尹認ｙズ。

５．

　

横隔膜紳経捻除ば對側肺ハ最初ヨリ代償的

二容血量サ噌加シ、之ト同時二毛細管内｢パラ

フｊン｣栓塞急速ニシテ、従ツテ先ゾ肺動脈ニー

次的鯵血ヲ爽シ、次イデ施術側肺ニモ二次的對

血ヲ来ス傾向テ示ス。

6．

　

肺臓内｢パラフ４ン｣栓塞ノ･ヽ中心部二著明ニ

シテ、周縁部二齢ク、叉肺胞萎縮ノ高度ナル箇

所及含気性ノ高度ナル部分二於テハ栓塞形成斟

シｏ


